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平成10年度佐賀医科大学入学試験（推薦，前

期，後期選抜）の成績と前期後期併願者の成

績比較および前年度入学者の学内成績の分析
佐賀医科大学 小橋 修，酒井 誠，堀本 勝久，堀 勝治

力した。成績の統計処理とグラフ化はStat

Viewv5.0で行った。
はじめに

入学募集人員のうち医学科95名の内訳ば推

薦25名(12月試験，センター試験免除),前

期・後期各35名と低ぼ均等な募集である。2

次試験ば面接の他に前期は小論文，後期は総

合問題によるテストがある。B日程から分離

分割方式に移行し本年度は2年目である。推

薦入試ば，一般入試と違って現役の象を対象

とし，センターテストを課していないかわり

に調査書と推薦害を点数化し，平成9年度か

らは自己推薦書を加えて評価点をつけ，2次

試験として面接と総合問題形式の小論文テス

トを行っている。総合点で合否判定をする。

平成9年度入学者の1年次終了時点での学内

成績を入試選別との関連において検討した。

平成10年度入試成績の解析に満いてば，前期

と後期をともに併願した学生の入試成績を中

心に分析した。

結果と考察

1． 平成10年度一般選抜（前期・後期）入試

成績

1-1） 表1の基本統計から，前期：後期の

総得点数は平均値で766：735と前期が30点ほ

ど高く，最小値でば1点の差であるが，最大

値で見ると，905：842と63点の開きがある。

この開き小論文成績と総合問題成績の差に由

来していた。センター点は，全受験者で見て

も合格者について見ても，前期は532（497-

565)，後期ば530 (503-550)で前期後期とも

に大きな差ば見られなかった。性別，現役・

浪人別に見ると，合格者の小論文の平均は女

性が180.9（19名)，男性が168 . 8 (16名）と

女性が圧倒的に高得点であった。後期合格者

の平均値ば，総点，センター点，総合問題，

調査書ぱいずれの項目も女子が1点程度上回

わっていたが，面接点は男子が2点ぼど高く，

合格者数ば男性20,女性13と男子が多かった。

この傾向は受験生全体で見ても同様の傾向で

あった。

1-2） センターテストと前期小論文，後期

総合問題との散布図

散布図1 (A, B)を見ると，本年度の合

格者はセンター得点が500以上の受験生の中

から前期ば107名から35名（32.7％）が，後

期ば115名から33名（28.7％）が選抜されて

いた。後期合格者の総合問題の成績とセンタ

ーテスト成績とば逆相関しているが，昨年度

対象と方法

平成10年度受験生につL､て推薦入試（受験

者138,合格者25-男子13,女子12),前期入

試（受験者179,合格者35-男子16,女子19,

現役男子7，女子12,浪人男子9,女子7),

後期入試（受験者216,合格者33-男子20,女

子13,現役男子12,女子5,浪人男子8,女

子8）を対象にした。平成9年度入学者につ

いては1年間の学内成績と入試成績を対象に

した。学内成績は優（4），良（2），可

（1），不可(O)再試験合格(0.5)とした

1)。成績ばすべて表計算ソフトExcelに入
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は逆に合格者の小論文成績はとセンターテス

ト逆相関していた2)。

1-3） 入試成績の相関行列表

表2に示されているように，総点数に対す

る相関係数は前期センター点(0.861),後期

センター点(0 . 872)と，前期・後期選抜と

もにセンターテストの成績が合否の選抜に大

きな効果を示している。センターテストの配

点比率が他の項目に比べて高い事が一番強く

影響している。入試問題作成委員は，前期の

小論文では記述式に長けた素質の学生を，後

期の総合問題ではセンターテストと同様に学

力を見るが，より記述能力・問題解決能力の

秀でた学生を選抜しようと意図しているが，

センターテストとの相関では小論文(0.

417)，総合問題(0 . 515)と高い相関係数を

示しているので，小論文も総合問題もセンタ

ーテストで測定している範囲内の資質・学力

を見ているのかもしれない。

以上を総括すると，1)前期は，センターテ

スト成績および小論文成績がともによい学生

が合格し，調査書と面接はあまり大きな寄与

をしていない。2)後期は，センター点・総合

問題得点がトップ15～20位でも調査書と面接

で不合格になっている（散布図1B) (平成

9年度は，散布図1A, 1Bの関係は平成10

年度とは逆であった。センターテスト成績と

小論文成績との相関係数はr =-0.519と逆

相関を示し，総合問題との相関係数はr :=0.

145であった。総合問題得点率が今回はかな

り低かったため，後期合格者の調査書・面接

点の比重が相対的に高まったことを反映して

いると理解できる)。3)データには示してい

ないが，小論文は女子が男子の成績を12点以

上上回り，後期の総合問題では男女ほぼ同程

度であった。4)センターテストの平均値，標

準偏差を基準にすると，前期と後期の受験者

集団ばぼぼ同じ集団と考えられる。

2． 後期受験生の解析

i) 前期と後期ともに本学を併願した受験

生の入試成績

前期日程不合格で後期日程を受けた併願学

生75名のうち前期合格した学生を除いた56名

の後期受験生のうち7名(12.5%)が合格し

た（図2)。この7名嫁，調査書点は前期後

期とも共通で同じ，面接についてはぼとんど

の学生が前期とば異なる面接官に当たるが，

大きな差はない（前期・後期の面接点の相関

係数ば0.501であった）ので，前期の小論文

の成績が非常に悪かったのに反して，後期の

総合問題の成績力浪かつたたぬに合格してい

るkとになる。さて本学の合否は，総点で判

定するたい，センターテストが500点以上で，

小論文，総合問題 調査書，面接どれも力:ま

んべんなく平均点以上とれた学生力冶格しや

すい。どれかに飛び抜けた学生が合格するチ

ャンスは非常に少ない。

ii) 他大学を前期受験し不合格となった学

生で，後期を本学受験し合格した学生と前期

後期ともに本学を併願し後期に合格した学生

との比較

前期他大学を受験し，後期本学を受験した

学生160名のうち26名（合格率16 . 3%)の合

格者のみについて染ると，データにば示して

いないが，入試センターの成績（最大値-最

小値）では他学(550-507) ,本学併願(543-

503)，一方，総合問題は他学(187-127),本

学併願（168-127）といずれも前期を他学受

験者した学生の成績が本学併願者を上回って

いた。また本学併願者で後期合格者の面接点

が52-40であるのに比べ他学ば60-28であった。

このことは調査書，センターテストともに本

学併願者より上位の学生が後期を受けている

といえる。
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係数は総点（-0.547)，小論文（-0.597）

と逆相関であった。図4に示すように合格者

25名中10名は小論文の成績が80点以下と非常

に悪いが，それを補うに十分な調査書計と面

接点の成績によって合格している。3名は反

対に調査書計と面接点の成績は悪いが，小論

文の成績が非常に良かったため合格している。

本学の目的は，地域医療に貢献できる医師を

養成することにあり，できるだけ佐賀県の医

療に貢献できそうな受験生を優先する試みで

推薦入試がはじめられた。そのため，一次試

験の推薦害と面接評価においては出来るだけ

客観的平等性を重んじつつも潜在意識的にバ

イアスがかかる事は否めない。ちなみに佐賀

県出身者17名中8名合格（合格率47％)，長

崎県12名中3名（25％)，熊本県10名中4名

(25％)，大分県5名中1名（20％)，宮崎県

12名中2名（17％)，福岡県18名中3名合格

(16.7％)，鹿児島県10名中1名(10%),沖

繩県2名中0,九州以外の県52名中3名(3.

8％）であり，例年同様の傾向であった。

3． 平成9年入学者の入学1年間の学内成績

の解析。

箱ピケ図3－1に示されているように，学

内成績（1年次合計）を平均値で見ると，推

薦＞前期＞後期＞帰国子女の順で悪くなり，

一般教育の成績を理系，文系 語学系に分け

てみると，やはり同様の傾向が見られた。次

に現役。浪人でわけて見ると｡(図3-2A),

浪人＞現役＞帰国子女となり，前期後期に分

けてみると，前期浪人≧推薦＞前期現役≧後

期浪人＞後期現役＞帰国子女であった（図3

-2 B)。併願受験生に関して，本学を併願受

験した学生の方が前期他学を受験した学生よ

り良い成績を収めている（図3-2 C)。

図4－3に示すように，推薦 前期，後期

いずれのグループにおいても，入試成績と学

内成績との間には相関は見られないが，成績

上位グループには女子学生の比率が高く，成

績下位グループには圧倒的に男子学生の比率

が高い。学内成績は，本学にどうしても入学

したかった受験生（前期浪人，推薦）の学内

成績は良く，不本意入学や燃え尽き症候群，

やる気消失症候群の学生の学内成績が悪いと

いう結果を反映していると考えられる。

5．自己推薦書の評価

推薦入試では，偏差値教育の弊害を出来る

だけ少なくしたいという希望からセンターテ

ストを課さないかわりに，小論文テストと高

校からの推薦書 調査書を評価し，かつ面接

を加えた総合成績で合否を判定してきた。10

年ほど前から，校長からの推薦書のみで学生

を評価することに加えて，高校の担当教官か

らの推薦害（5教科担当のうちから3教科分

の推薦書）の提出をお願いし，これらによっ

て推薦学生の評価をより総合的にしたいとい

うことではじめられた。高校の担当教官から

の推薦書にはそれなりの価値が認められたが，

教諭の立場からの推薦書である点は従来から

の推薦書と変わりがないことと，高校の担当

教諭の負担も無視できないこと，大学側の評

価判定に当たる教諭の負担も甚大であること

の反省から，担当教諭による推薦害はやめて，

4． 推薦入試の成績評価

推薦入試では高校の調査書，学業成績を所

定の方式で採点評価し，これに推薦書・自己

推薦書を6名の担当教官が独自に採点評価し，

その合計点で，一次選抜をする。2次試験と

して小論文と面接が行なわれ，138名の受験

者（男子59,女子79名）の総合得点で上位か

ら25名までが合格者判定にかけられ特に問題

があると不合格とされ，総合順位繰り上がり

となる（合格率18％)。表4に見られるよう

に，総点と小論文との相関係数は0.833と強

い相関を示し，推薦入試では基本的には小論

文によって強く選抜されている。合格者のみ

に限って承ると，合格者の調査書点との相関
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平成9年度から受験生自身が書く自己推薦書

に切り替えられた。この自己推薦書は学生の

姿がつかみやすいとの採点者からの高い評価

を得ており，平成10年度も継続して行われた。

しかし入学後の一年間の推薦入学の学生の評

価として，自己推薦書とは大きく懸け離れた

学内成績，学習態度を示す学生がいることが

指摘された。推薦書と調査書からは見抜けな

い点を面接で見抜けるかどうかについて，い

ずれも困難であることが議論されている。こ

の点を改善するために取られている一般的方

法にならって，高校訪問という形で学生の学

内成績等についてフィードバックをすること

を心がけている。推薦入学生の学内成績はこ

れまでのデータでは，特に受験校からの推薦

学生の学内成績評価は総じて悪い点を除けば，

ここ十余年の学内成績はおおむねよい評価が

与えられている1，3)。

学したい学生を出来るだけたくさん入学させ，

そのかわり学年進行毎に学力のない学生は試

験で振り落とすことが許されるなら，進路決

定の責任は学生自身に任せることが出来るの

で，教官にとっては入試選抜の負担もあまり

負担ではなくなるであろう。日本式の，入学

した学生は最後まで面倒を見て卒業させると

いう慣習的あり方・方法には何らかの積極的

なアプローチを計る必要がある。
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まとめ

開学以来の入学生の学内成績のデータ分析

から，入学時の成績で，トップ2割の学生の

平均値の動きとボトム2割の学生の平均値の

動きを各年度入学生ごとに比較すると，推薦

入学，一般入学を問わず，一般教育課程終了

時までの学内成績がその後卒業時までの学内

成績を左右するという結果が示され，入試の

成績よりも入学後の勉学に対する積極性，や

る気がその後の成績を左右する重要な要因と

分析された1)。センターテストの成績が良く

て他大学を第一志望としたが失敗した後期受

験生で，本学の総合問題の成績がよいため合

格できた学生はどちらかというと不本意入学

に分類され，学内成績は悪くなる傾向を示し

たり，同時に途中で退学してもう一度受験を

し直す学生が少なからず存在する。このよう

な学生を含めて，不本意入学，燃え尽き症候

群，やる気消失症候群の学生に対して学生生

活をどのように指導してゆくかが今後の課題

であろう。いつもいわれることであるが，入
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の比較が必要であるが，平成9年度入学者の

1年次終了までの比較でも推薦入学者の方が

学内成績は良い（他大学では逆の成績の報告

もある)。本学では高校の調査書評定値の成

績と学内成績 履修状況，医師国家試験合格

率等の追跡調査をし，高等学校に学校格差が

あるとしても，調査書評定値のよい学生の学

内成績はよく，各教科目履修状況における不

合格科目数も少ない傾向が見られ，逆に評定

値の悪い学生は不合格科目数が多い傾向を示

した。学卒者は最もよい成績を示した。現役

生は，学内成績，履修状況もよく，国試合格

率もよい。大学中退者や，多浪になるにつれ，

学内成績も国家試験合格率も悪い傾向を示し

た。一方，推薦生は高校の調査書のAA, A

のなかから推薦されいるので，総じて真面目

に勉強し学内成績は入学時から次第に高学年

になるに連れてよくなる傾向を示した。

3． 平成9年度には分離分割方式となり，推

薦入試 前期試験，後期試験と多様な選抜方

法をとった初年度である。入学後のアンケー

ト調査では，本学を第一候補にする学生が前

期受験生には多く，後期の学生は不本意入学

者が目立った。

4．平成10年度は分離分割方式第2年目で，

出題傾向も十分には定まっておらず試行錯誤

の段階である。前期の小論文は女子に有利，

後期の総合問題は，男性でかつ年長者に有利

となった。現役と浪人の合格人数の比率は前

期は19：16（1.2：1）後期は17：16（1.1：

1）であった。前期後期併願受験生の成績の

分析を試承た。本学を併願した受験生は，小

論文が悪かったために前期を失敗した学生で

あり，後期の総合問題では高得点をした学生

が合格をしている。他学を失敗し，後期を本

学にした受験生は総じて，併願受験生よりす

べての項目において好成績であった。

全般的な傾向として，前期入試ではセンター

テストおよび小論文の成績がともに良い学生

が合格する傾向にあり，後期はセンターテス

追記

1． 表1基本統計（平成10年度前期入試成績

と後期入試成績の比較）

2． 表2相関行列（平成10年度前期入試成績

と後期入試成績の比較）

3． 図1A,図1B(平成10年度前期入試成

績と後期入試成績の比較）

4． 図2散布図（平成10年度前期後期併願受

験生の小論文：総合問題成績）

5． 図3－1 平成9年度医学科入学生の1

年次終了時点での学内成績

6． 図3-2A, B, C 平成9年度入学者

の学内成績の比較

7． 図3－3 平成9年度医学科入学生の1

年次終了時点での学内成績

8． 表4相関行列（平成10年度推薦入試の成

績）

図4散布図（平成10年度推薦入試の成

績）

まとめ

1． 本学のこれまでのデータの集計では，入

学時の成績 一般教育成績，専門教育成績の

間の相関をみるとトップ2割の学生の平均値

の動きとボトム2割の学生の平均値の動きで

比較すると，一般教育終了時には，全体の学

生の平均に近づき，専門教育の成績まで平行

移動している。すなわち一般教育終了時点で

の学内成績は，そのまま卒業時までの成績を

反映していることになる。推薦入学，一般入

学を問わず，一般教育課程終了時までの学内

成績がその後卒業時までの学内成績を左右し，

入試の成績よりも入学後の勉学に対する積極

性，やる氣がその後の成績を左右する重要な

要因であった。

2． 前年度平成9年入学者の学内成績は 推

薦＞前期＞後期＞帰国子女の順に悪くなる一

方，女子＞男子の傾向が見られる。推薦の学

生は現役生なので，一般入試の現役入学者と
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卜および総合問題の成績が良いというだけで

は合格できず，特に調査書点（高校でのある

程度の客観的な評価点〕と面接点（本学とし

ての主観的評価点）の両方の評価がかなり強

く反映されている。

入試の成績分析は，入学後の学内成績との

相関をきちんとフォローすること，学内成績

の分析は，社会人となってからの人物評価，

客観的実績評価との相関をきちんとフォロー

することによって初めて意味を持つことなの

で，何らかの方法でこれらのフォローアップ

が出来るシステムを作ることが望まれる。
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平成10年度佐賀医科大学入学試験（推薦，前期，後期選抜）の成績と前期後期併願者の成績比較および前年度入学者の学内成鎖の分析

平成10年度前期入試成績と後期入試成績の比較
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図3-1 平成9年度医学科入学生の一年次終了時点での学内成績
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平成10年度佐賀医科大学入学試験（推麓，前期，後期選抜）の成績と前期後期併願者の成績比較および前年度入学者の学内成繊の分析

平成10年度推薦入試の成績

表4
相関行列

138観測資料を計算に使用。

相関行列
分割変数：判定
群：合格
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調査書一.5471‐､5921.0651‐､15111.000
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相関行列
分割変数：判定
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